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地圏は社会基盤施設の建設、食料生産、地下水涵養、資
源開発などの場として利用されてきました。その持続可
能な利用を図るために、地圏をフィールドとする資源の
循環利用、有害廃棄物の処分に関する技術やシステムの
開発、地圏の健全な物質循環の維持と環境保全、防災と
いった広範なテーマに対して、地盤を構成する粘土等の
材料と水の固液界面で生じる様々なプロセスの分析、評
価に基づいた基礎・応用研究と、その社会実装を実施し
ています。

インフラ、廃棄物管理、低炭素社会の実現

地圏環境の低環境負荷型利用・創成システムの開発
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•  台風の進路予測などに使われるデータ同化は、観測データ
を使ってシミュレーション結果を修正することにより再現
予測精度を向上させることができ、水環境解析や大雨の時
の出水予測に適用しています。さらに、実験や現地観測で
は得られにくいモデルパラメータ（係数）の推定までに発
展させ、モデル式自体を見直したり、モデルを高度化する
パラメータ推定技術として発展させています。

• 水域の貧酸素化対策や地球温暖化適応策の検討といった水
災害・水環境解析を、湖沼から内湾まで幅広に、力学から
生物地球科学まで横断的に対応できる珍しい研究室です。

地球温暖化対策、水産資源回復、食糧自給、エコな生活

データ同化で水環境や降雨出水の再現予測モデルに
新たな地平を
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